むし歯予防とフッ化物応用

　　

新潟大学医歯学総合病院口腔保健科

佐久間汐子

新潟県は、昨年度、子どもたちのむし歯半減を目標として進めてきた歯科保健計画の25年の成果についてまとめた。それによると、12歳児の一人平均DMFTは1980年の5.03本から0.99本（2006年）と驚くべき減少を示している。小･中･高校生のカリエスフリー者の割合は20.4%から63.5%へと健康度は大きく向上した。このようなめざましい改善の要因として、県は、フッ化物応用によるむし歯予防が進んだことをトップにあげた。

新潟県の歯科保健施策の主柱であるフッ化物洗口は、3８年前（1970年）新潟大学歯学部予防歯科学講座の指導のもと、新潟県西蒲原郡弥彦小学校で開始された。同時に、フッ化物洗口の有効性および安全性に関する調査研究が予防歯科学講座で進められ、就学前からのフッ化物洗口の必要性が示唆され、標準的な方法における安全性が追認された。
新潟県の成果は、大学での調査研究における有効性、安全性の確認に基づいて、県の歯科保健計画：むし歯半減10か年運動（1981～1990年）にフッ化物洗口が位置づけられ、地元歯科医師会の支援と協力を得て推進されたことに因ろう。行政、歯科医師会、大学の連携は、ヘルシースマイル2000プラン(1991～2000年)、ヘルシースマイル２１（2001～2010年）と保健計画の進展に伴い、フッ化物洗口の実施施設数を着実に増加させた。2005年では小学校で316校（55％）、保育園･幼稚園では376園（40.8％）が実施している。さらに、ヘルシースマイル２１では、8020育成事業と銘打ってフッ化物洗口との複合応用として、学校歯科健診でのCOに対する予防勧告（シーラント応用など）を指導している。そのほか、3期目に入った歯科保健計画・ヘルシースマイル２１は、永久歯のむし歯対策に加えて、乳歯のむし歯予防、歯周疾患予防、さらには障害者・高齢者対策へと事業計画の範囲は拡大している。
このたびは、新潟県の歯科保健計画の成果と私どもの研究室がフッ化物応用の普及啓発に向けて行った研究報告について紹介させていただく。
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学歴
　　昭和46年3月
新潟大学歯学部卒業

免許資格　　昭和46年5月
歯科医師免許取得

学位
　　平成03年3月
歯学博士（新潟大学）

職歴
　　昭和46年5月
新潟大学　助手（歯学部予防歯科学講座）


　　平成03年7月
新潟大学　講師（歯学部附属病院予防歯科）


　　平成13年4月
新潟大学　講師（歯学部附属病院口腔保健科

:大学の機構改革による名称変更）

　　　　　　平成16年4月　　　 新潟大学医歯学総合病院　講師　(口腔保健科)

（医科との病院統合による名称変更)

学会活動　　平成01年～現在
日本口腔衛生学会評議員


　　平成10年～17年
日本口腔衛生学会フッ化物応用研究委員会委員


　　平成14年～現在　   日本口腔衛生学会認定医

